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【2-1-02】 

 

高野山大学大学院学則 

 

第１章 目的及び組織 

 

第１条 この学則は、高野山大学学則第６条第２項に基づき、高野山大学大学院（以

下「本大学院」という。）に関し必要な事項を定める。 

 

第２条 本大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めもって文化

の進展に寄与することを目的とする。 
 

第３条 本大学院に文学研究科を設け、博士課程を置く。 

２ 文学研究科には、次の専攻を置く。 

密教学専攻 

仏教学専攻 

３ 博士課程の標準修業年限は、５年とする。 

４ 博士課程は、これを前期２年及び後期３年の課程に区分し、前期２年の課程は修

士課程として取り扱うものとする。 

５ この学則において、前項の前期２年の課程は修士課程といい、後期３年の課程は

博士後期課程という。 

６ 修士課程は、学部において履修した一般的並びに専門教養基礎の上にさらに広い

視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は専門性を要する職

業等に必要とされる、高度な能力を養うことを目的とする。 

７ 修士課程の標準修業年限は２年とし、在籍期間は休学期間を含み４年を超えるこ

とはできない。 

８ 博士後期課程は、独創的研究によって、従来の学術水準に新しい知見を加え、文

化の進展に寄与するとともに、専攻分野について研究者として自立して研究活動を

行うに必要とされる、高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを

目的とする。 

９ 博士後期課程の標準修業年限は３年とし、在籍期間は休学期間を含み６年を超え

ることはできない。 

 

第３条の２ 前条第７項の規定にかかわらず、学生が、職業を有している等の事情に

より、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了す

ることを希望する場合は、その履修を認める。 

２ 前項の、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修する

場合の在籍期間は、休学期間を含め４年を超えることはできない。 

 

第４条 文学研究科修士課程の定員を、次のとおりとする。 

(1) 入学定員 10名 

密教学専攻 （７名） 

仏教学専攻 （３名） 

(2) 収容定員 20名 

密教学専攻 （14名） 

仏教学専攻 （６名） 
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２ 文学研究科博士後期課程の定員を、次のとおりとする。 

(1) 入学定員 ６名 

密教学専攻 （３名） 

仏教学専攻 （３名） 

(2) 収容定員 18名 

密教学専攻 （９名） 

仏教学専攻 （９名） 

 

第４条の２ 文学研究科密教学専攻修士課程に通信教育課程を置く。 

２ 通信教育課程の定員を、次のとおりとする。 

(1) 入学定員 10名 

(2) 収容定員 20名 

３ 通信教育課程の授業科目、履修方法、試験、課程修了及び教育職員免許状の課程

等、その他必要な事項は、別に定める。 

 

第２章 授業科目及び履修方法 
 

第５条 文学研究科各専攻の授業科目は、別に定める。 

 

第６条 文学研究科修士課程及び博士後期課程の授業科目及び単位数は、別に定め

る。 
 

第７条 授業は、講義、演習、実習又は実技のいずれかにより行う。 

２ 前項の授業は、文部科学大臣が定めるところにより、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

 

第８条 授業科目を履修した学生には、試験の上所定の単位を与える。各授業科目に

対する単位数は、次の基準によって計算する。 

（1）講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲の時間の授業をもっ 

て１単位とする。 

（2）実習、実技及び外国語については、30 時間から 45 時間までの範囲の時間の授 

業をもって１単位とする。 

２ 学生は、別に定める他の大学の大学院において、当該大学の大学院の授業科目を

履修することができる。 

３ 前項の規定により履修した授業科目について単位を修得した者には、大学院委員

会の審議に基づき、修士課程にあっては 10 単位、博士後期課程にあっては４単位を

超えない範囲で単位を与える。 

４ 前項の規定は、第 18条の規定による留学の場合に準用する。 

 

第３章 試験、課程修了、学位授与及び教育職員免許状の課程 

 

第９条 試験は、科目試験及び論文試験の２種とする。 

２ 科目試験及び論文試験は、学年末もしくは随時に筆記又は口述によって行う。 

３ 科目試験及び論文試験の評点は 100点を満点とし、60点以上を合格とする。 

４ 試験および試験の実施については、大学院に関する試験並びに試験実施規程に定

める。 
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第 10条 削除 

 

第 11条 文学研究科の修士課程を修了しようとする者は、同課程に２年以上在学し、

に定める授業科目のうちから 30単位以上を修得し、さらに学位論文を提出して、そ

の別審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間に関しては、

優れた研究業績を上げた者については、修士課程に１年以上在学すれば足りるもの

とする。 

２ 文学研究科の博士後期課程を修了しようとする者は、同課程に３年以上在学し、

別に定める授業科目のうちから 12単位以上を修得し、さらに学位論文を提出してそ

の審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間に関しては、優

れた研究業績を上げた者にあっては、博士後期課程に１年以上（修士課程を１年で

修了した者にあっては２年以上）在学すれば足りるものとする。 

 

第 12条 学位論文の題目は各自の専攻科目の範囲内においてこれを定め、かつ予め当

該科目担当教授の承認を受けるものとする。学位論文の提出期日は毎年度所定期日

の正午までとする。 

２ 修士課程の学位論文は、その専攻分野における精深な学識と研究能力又は専門性

を要する職業等に必要とされる、高度な能力を証示するに足るものでなければなら

ない。 

３ 博士後期課程の学位論文は、独創的研究によって、従来の学術水準に新しい知見

を加え、文化の進展に寄与するとともに、専攻分野について研究者として自立して

研究活動を行うに必要とされる、高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識の

あることを証示するに足るものでなければならない。 

 

第 13条 第 11条第１項及び第２項に規定する最終試験は、学位論文を中心として、

これに関連のある分野等について口述試験または筆答によって行う。 

２ 最終試験は、学位論文の審査委員である教育職員が行う。ただし、やむを得ない

事由のあるときは、大学院委員会の議を経て、変更することがある。 

３ 最終試験は、大学院委員会の議を経て、学位論文に関連のある分野等を専門とす

る教育職員が加わることがある。 

４ 修士課程並びに博士後期課程修了の認定は大学院委員会が、これを行う。 

５ 学位論文の審査は、大学院委員会を構成する委員中より３名以上の審査委員を選

定して行う。ただし、同委員会が必要と認めたときは、他に大学院担当者から審査

委員を委嘱することができる。 

 

第 14条 削除 
 

第 15条 本大学院の文学研究科において、修士課程及び博士後期課程を修了した者に

は、それぞれ次の学位を授与する。 

(1) 修士課程修了者 修士 

(2) 博士後期課程修了者 博士 

２ 本大学院に博士の学位請求論文を提出したものには、博士の学位を授与すること

ができる。 

３ 前各項において、学位及びその授与について必要な事項は、高野山大学学位規程

で定める。 



4 

 

 

第 15条の２  本大学院に教育職員免許状の課程を置く。 

２ 教育職員免許状の種類と教科、その他必要な事項は、別に定める。 

 

第４章 入学、留学、転学、休学及び退学 

 

第 16条 本大学院修士課程に入学することのできる者は、次の各号の１に該当し、か

つ所定の選考に合格しなければならない。 

(1) 大学を卒業した者 

(2) 学士の学位を授与された者 

(3) 外国において、学校教育における 16年の課程を修了した者 

(4) 文部科学大臣の指定した者 

(5) 大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15年の課程を修

了し、本大学院において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認

めた者 

(6) 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、22歳に達したもの 

(7) その他、本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者 

２ 本大学院博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号の１に該当し、か

つ所定の選考に合格しなければならない。 

(1) 修士の学位を有する者 

(2) 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

(3) 文部科学大臣の指定した者 

(4) 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等

以上の学力があると認めた者で、24歳に達したもの 

(5) その他、本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると

認めた者 
 

第 17条 本大学院の入学時期は毎学年の始めとする。本大学院に入学を志願する者

は、所定の手続を行い、入学者選抜試験を受けなければならない。入学志願及び入

学についての事項は別に定めるところによる。 

２  前条第１項第５号、第６号および第２項第４号に該当する者は、本大学院が実施

する事前の入学資格審査に合格しなければならない。入学資格審査方法については

別に定める。 

 

第 18条 他の大学院より本大学院に、また本大学院より他の大学院に留学又は転学し

ようとする者は、事由を具して、その許可を願い出、所定の手続を行わねばならな

い。 

２ 他の大学院から転学を志望する者があるときは、欠員のある場合に限り、第 17条

に準ずる考査を行い、転学を許可することがある。ただし、転学を許可された者の

既に修得した科目・単位及び在学期間については、審査の上、その一部又は全部を

認める。 

３ 本大学院が教育上有益と認めるときは、学生が他の大学院又は研究所等において

必要な研究指導を受けることができる。ただし修士課程の学生が研究指導を受ける

期間は１年を超えることはできない。 
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第 19条 病気その他の事由により、休学又は退学しようとする者は、保証人連署の

上、願い出なければならない。 

２  休学又は退学は、大学委員会の議を経て、学長が決定する。ただし休学の期間は

１年を超えることができない。１年を越えた場合は除籍する。 

３ 本大学院博士後期課程の学生が、第８条第３項及び第 18条第３項により休学する

ときは、前項によらず大学院委員会が必要と認めた期間とする。 

４ 課程の途中において退学した者が再入学を願い出たときは欠員のある場合に限

り、大学委員会の議を経て、学長がこれを許可することができる。ただし、既修の

科目、単位及び在学期間の認否は、大学院委員会が定める。 

 

第５章 学年、学期及び休業日 

 

第 20条 本大学院の学年、学期及び休業日については、高野山大学学則を準用するも

のとする。 

 

第６章 学費 

 

第 21条 本大学院に入学を許可された者は、別表１に掲げる学費を納めなければなら

ない。ただし、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修

し修了することを認められた者（以下「長期履修生」という。）の学費は、別にこ

れを定める。 

２ 学費は年度始めおよび後期始めの２期に分け、所定の金額をそれぞれの指定期日

以内に納入しなければならない。ただし、別に定めるところにより、願い出て、許

可を受けた者は分納することができる。 

３ 学費は、納入後、いかなる理由があっても、これを返還しない。 

４ 学費の未納者は、受験資格及び修了を認められない。 

５ 学費の納入を怠り、指定の期日を過ぎても納入しない者は除籍する。学費未納の

ため除籍された者の在学の最終日付は、既に学費を納入した年度又は学期の末日と

する。 

６ 休学者の学費は、授業料の半額のみ免除する。ただし、長期履修生の授業料は免

除しない。 

７ 停学に附された者も学費を納入しなければならない。 

８ 転学又は退学する者は、その期までの学費を納入しなければならない。 

９ 休学者で復学を許可された者の学費は、本人の入学年度の学費と同額とする。ま

た、退学者で再入学を許可された者の学費は、再入学する年度の新入学生の学費と

同額とする。ただし、復学料及び再入学料は、別表２のとおりとする。 

10 学業の優秀な者及びその他正当な事由があると認められた者に対しては、学費の

全額もしくは一部を免除することがある。 

 

第 22条  削除  

 

第７章 聴講生、科目等履修生、研究生、外国人学生、委託生 

 

第 23条 本大学院において開設する授業科目の一部について聴講を希望する者がある

ときは、選考の上、聴講生として聴講を許可することがある。 
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２ 聴講生は本大学院の開設科目を選択履修するものとし、履修した科目につき試験 

を受けることができる。試験に合格した科目については、履修証明書を授与する。 

３ 聴講生の聴講料は、別表３のとおりとする。 

 

第 23条の２ 大学院において開設する授業科目の一又は複数の授業科目について単位

の認定を希望する者には、選考の上、科目等履修生として受講を許可することがあ

る。 

２  科目等履修生の資格については、本大学院学則第 16条第１項の規定を準用する。 

３  科目等履修生の単位の認定については、本大学院学則第８条第１項並びに第２項

及び第９条の規定を準用する。 

４  科目等履修生の受講料は、別表４のとおりとする。 

５ その他科目等履修生として必要な事項は別に定める。 

 

第 23条の３ 本学に研究生として入学を志願する者は、選考の上、入学を許可するこ

とがある。 

２ 研究生に関し必要な事項は、「大学院研究生」に関する規程に定める。 

３  研究生の登録料、在籍料は、別表５のとおりとする。 

 

第 24条 外国人で本大学院に入学を希望する者は、選考の上、外国人学生として入学

を許可することがある。 

２ 外国人学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第 25条 他の機関より委託を受けた学生は、選考の上、委託生として入学を許可する

ことがある。 

２ 委託生に関し必要な事項は、別に定める。 
 

第 26条 本章に規定するもののほか、本学則の各章の事項は、本大学院の外国人学生

及び委託生に適用する。 

 

第８章 教育職員及び委員会 

 

第 27条 削除 
 

第 28条 本大学院における授業及び研究指導は、高野山大学専任の教授、准教授（以

下「大学院担当者」という。）が行う。ただし、必要に応じて、大学院担当者以外

に授業又は研究指導を委嘱することができる。 

２ 前項における大学院担当者の選任は、学長が行う。 

 

第 29条 本大学院に、本大学院の運営に関する重要事項を審議するため大学院委員会

を置く。 

２ 大学院委員会に関する規則は別に定める。 

 

第 30条 削除 

 

第９章 学則の準則 
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第 31条 この学則に定めるもののほか、学則の運用について必要な事項は、別に定め

る。 

 

第 10章 学則等の準用 

 

第 32条 この学則に定めるもののほか、本大学院の学生に関し、必要な事項は、高野

山大学学則及びその他の高野山大学諸規程を準用する。 

 

附 則 

この学則は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 10年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 11年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 12年４月１日から施行する。 

附 則 

１．この学則は、平成 13年４月１日から施行する。 

２．第 15条の２に規定する教育職員免許状の課程は、平成１３年４月１日入学生から

適用する。 

附 則 

この学則は、平成 14年４月１日から施行する。 

附 則 

１．この学則は、平成 15年４月１日から施行する。 

２．改正後の第４条第１項第２号の規定にかかわらず、平成 15年度の修士課程の収容 

定員は次のとおりとする。 

収容定員      ３１名 

密教学専攻  １８名 

仏教学専攻  １３名 

附 則 

この学則は、平成 16年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 17年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 18年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 19年４月１日から施行する。 

附 則 



8 

 

この学則は、平成 20年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 22年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 22年 9月 1日から施行する。ただし、第 32条に定める高野山大学

学則第 25条第 1項別表 3に規定する学費については、平成 23年 4月 1日から適用す

る。 

附 則 

この学則は、平成 24年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 25年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 26年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 27年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

１．この学則は、令和８年４月１日から施行する。 

２．改正後の第４条第１項第１号の規定にかかわらず、令和８年度の修士課程の収容定

員は次のとおりとする。 

  収容定員      31名 

   密教学専攻  20名 

   仏教学専攻  11名 

３．改正後の第４条第２項第１号の規定にかかわらず、令和８年度の通信教育課程の収

容定員は次のとおりとする。 

  収容定員      30名 

 

別表１（第 21条第１項関係） 学  費 単位  円 

 入学金 前期授業料 後期授業料 教育充実費 合計 

入学年度 200,000 340,000 340,000 220,000 1,100,000 

次年度以降   340,000 340,000 220,000 900,000 

 

本学学部卒業後、修士課程へ進学した場合、入学金は半額免除する。 

 

別表２(第 21条第 10項関係） 復学料及び再入学料 

20,000円 

 

別表３(第 23条第３項関係） 登録料・聴講料 

登録料 受講年度毎に、20,000円 

聴講料 一単位につき、25,000円 
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別表４(第 23条の２第４項関係）登録料・受講料 

登録料 受講年度毎に、20,000円 

科目等履修生受講料 一単位につき、25,000円 

 

別表５(第 23条の３第３項関係）在籍料・登録料 

登録料  30,000円  

在籍料  年額 100,000円  

 


